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ゴンズイゴンズイゴンズイゴンズイ

本日は、雨模様の天気ですが、先月会員が作成した樹木の名札を該当木に取り本日は、雨模様の天気ですが、先月会員が作成した樹木の名札を該当木に取り本日は、雨模様の天気ですが、先月会員が作成した樹木の名札を該当木に取り本日は、雨模様の天気ですが、先月会員が作成した樹木の名札を該当木に取り

付け作業する日でした。作業開始前に雨が大きくなり暫らく待機。多忙のため付け作業する日でした。作業開始前に雨が大きくなり暫らく待機。多忙のため付け作業する日でした。作業開始前に雨が大きくなり暫らく待機。多忙のため付け作業する日でした。作業開始前に雨が大きくなり暫らく待機。多忙のため

久しぶりに出席の鷲見寛幸先生「大山町教育長」に、近年話題に上り、最近も久しぶりに出席の鷲見寛幸先生「大山町教育長」に、近年話題に上り、最近も久しぶりに出席の鷲見寛幸先生「大山町教育長」に、近年話題に上り、最近も久しぶりに出席の鷲見寛幸先生「大山町教育長」に、近年話題に上り、最近も

新聞やテレビで取り上げられた、大山の宝『ヒメボタル』《平井県知事の言に新聞やテレビで取り上げられた、大山の宝『ヒメボタル』《平井県知事の言に新聞やテレビで取り上げられた、大山の宝『ヒメボタル』《平井県知事の言に新聞やテレビで取り上げられた、大山の宝『ヒメボタル』《平井県知事の言に

よる。》の話をして頂いた。第一発見者の鷲見先生の話は体験に基ずく話題でよる。》の話をして頂いた。第一発見者の鷲見先生の話は体験に基ずく話題でよる。》の話をして頂いた。第一発見者の鷲見先生の話は体験に基ずく話題でよる。》の話をして頂いた。第一発見者の鷲見先生の話は体験に基ずく話題で

面白く、興味深く聞くことが出来ました。ヒメボタルの幼虫は陸上で育ち、７面白く、興味深く聞くことが出来ました。ヒメボタルの幼虫は陸上で育ち、７面白く、興味深く聞くことが出来ました。ヒメボタルの幼虫は陸上で育ち、７面白く、興味深く聞くことが出来ました。ヒメボタルの幼虫は陸上で育ち、７

月２０日前後、夕方８時頃に、大山の９号目付近のキャラボク純林の中で光を月２０日前後、夕方８時頃に、大山の９号目付近のキャラボク純林の中で光を月２０日前後、夕方８時頃に、大山の９号目付近のキャラボク純林の中で光を月２０日前後、夕方８時頃に、大山の９号目付近のキャラボク純林の中で光を

放つ、頂上付近の成虫の体長は♂７~８㎜、♀８~１０㎜位で雌は飛べない。環放つ、頂上付近の成虫の体長は♂７~８㎜、♀８~１０㎜位で雌は飛べない。環放つ、頂上付近の成虫の体長は♂７~８㎜、♀８~１０㎜位で雌は飛べない。環放つ、頂上付近の成虫の体長は♂７~８㎜、♀８~１０㎜位で雌は飛べない。環

境が厳しく餌を食べる期間も少ないのになぜ麓のヒメボタルより大きいのか。境が厳しく餌を食べる期間も少ないのになぜ麓のヒメボタルより大きいのか。境が厳しく餌を食べる期間も少ないのになぜ麓のヒメボタルより大きいのか。境が厳しく餌を食べる期間も少ないのになぜ麓のヒメボタルより大きいのか。

幼虫は陸上で何を食べているのか、(巻貝のダイセンマイマイやナメクジか？)幼虫は陸上で何を食べているのか、(巻貝のダイセンマイマイやナメクジか？)幼虫は陸上で何を食べているのか、(巻貝のダイセンマイマイやナメクジか？)幼虫は陸上で何を食べているのか、(巻貝のダイセンマイマイやナメクジか？)

いろいろ解らないことや疑問の多いヒメボタルのようですね。.いろいろ解らないことや疑問の多いヒメボタルのようですね。.いろいろ解らないことや疑問の多いヒメボタルのようですね。.いろいろ解らないことや疑問の多いヒメボタルのようですね。.

    来年は、ヒメボタルの乱舞を見たいものですね。来年は、ヒメボタルの乱舞を見たいものですね。来年は、ヒメボタルの乱舞を見たいものですね。来年は、ヒメボタルの乱舞を見たいものですね。

　　　　　　　≪植物外のため、番外≫　　　　　　　≪植物外のため、番外≫　　　　　　　≪植物外のため、番外≫　　　　　　　≪植物外のため、番外≫

◎ダイセンマイマイ・分類　オナジマイマイ科◎ダイセンマイマイ・分類　オナジマイマイ科◎ダイセンマイマイ・分類　オナジマイマイ科◎ダイセンマイマイ・分類　オナジマイマイ科

和名、ダイセンニシキマイマイ和名、ダイセンニシキマイマイ和名、ダイセンニシキマイマイ和名、ダイセンニシキマイマイ

○名前の由来:大山で発見され錦色をしたマイマイという意味です。○○名前の由来:大山で発見され錦色をしたマイマイという意味です。○○名前の由来:大山で発見され錦色をしたマイマイという意味です。○○名前の由来:大山で発見され錦色をしたマイマイという意味です。○

１９３０年、大山の山頂近くで発見されましたが、この付近より鳥取県１９３０年、大山の山頂近くで発見されましたが、この付近より鳥取県１９３０年、大山の山頂近くで発見されましたが、この付近より鳥取県１９３０年、大山の山頂近くで発見されましたが、この付近より鳥取県

東部の多く産します。中国山地の自然度の高い広葉樹林に生息していま東部の多く産します。中国山地の自然度の高い広葉樹林に生息していま東部の多く産します。中国山地の自然度の高い広葉樹林に生息していま東部の多く産します。中国山地の自然度の高い広葉樹林に生息していま

す。大山を中心に兵庫県の一部と鳥取、島根、広島、山口の各地の山間す。大山を中心に兵庫県の一部と鳥取、島根、広島、山口の各地の山間す。大山を中心に兵庫県の一部と鳥取、島根、広島、山口の各地の山間す。大山を中心に兵庫県の一部と鳥取、島根、広島、山口の各地の山間

地で分布している、絶滅危惧Ⅱ類にランクされる貴重な生き物です。こ地で分布している、絶滅危惧Ⅱ類にランクされる貴重な生き物です。こ地で分布している、絶滅危惧Ⅱ類にランクされる貴重な生き物です。こ地で分布している、絶滅危惧Ⅱ類にランクされる貴重な生き物です。こ

れによく似たイズモマイマイも生育しています。○　形態特徴：殻高はれによく似たイズモマイマイも生育しています。○　形態特徴：殻高はれによく似たイズモマイマイも生育しています。○　形態特徴：殻高はれによく似たイズモマイマイも生育しています。○　形態特徴：殻高は

高く殻質は強固であり，黄褐色から黒褐色の殻色で淡黄色の火焔彩模様高く殻質は強固であり，黄褐色から黒褐色の殻色で淡黄色の火焔彩模様高く殻質は強固であり，黄褐色から黒褐色の殻色で淡黄色の火焔彩模様高く殻質は強固であり，黄褐色から黒褐色の殻色で淡黄色の火焔彩模様

が美しい。軟体部背面中央に、黒く幅の広い縦条を持つのが特徴です。が美しい。軟体部背面中央に、黒く幅の広い縦条を持つのが特徴です。が美しい。軟体部背面中央に、黒く幅の広い縦条を持つのが特徴です。が美しい。軟体部背面中央に、黒く幅の広い縦条を持つのが特徴です。

○ヒメボタルの幼虫の餌と云われています。○ヒメボタルの幼虫の餌と云われています。○ヒメボタルの幼虫の餌と云われています。○ヒメボタルの幼虫の餌と云われています。

(生物学の分類では一応「軟体動物」、「腹足類」に属します。(生物学の分類では一応「軟体動物」、「腹足類」に属します。(生物学の分類では一応「軟体動物」、「腹足類」に属します。(生物学の分類では一応「軟体動物」、「腹足類」に属します。

センニンソウセンニンソウセンニンソウセンニンソウ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ホタル(蛍)について～～ホタル(蛍)について～～ホタル(蛍)について～～ホタル(蛍)について～

国立公園・大山(標高１７２９m)山頂付近でホタルの目撃情報があり、2007年7月19、20日に現地調査が行われました。結果、数１０００匹の国立公園・大山(標高１７２９m)山頂付近でホタルの目撃情報があり、2007年7月19、20日に現地調査が行われました。結果、数１０００匹の国立公園・大山(標高１７２９m)山頂付近でホタルの目撃情報があり、2007年7月19、20日に現地調査が行われました。結果、数１０００匹の国立公園・大山(標高１７２９m)山頂付近でホタルの目撃情報があり、2007年7月19、20日に現地調査が行われました。結果、数１０００匹の

ヒメボタルが生息していることがわかりました。１７００m級の山頂付近で見つかったのは初めてのことだそうです。ヒメボタルが生息していることがわかりました。１７００m級の山頂付近で見つかったのは初めてのことだそうです。ヒメボタルが生息していることがわかりました。１７００m級の山頂付近で見つかったのは初めてのことだそうです。ヒメボタルが生息していることがわかりました。１７００m級の山頂付近で見つかったのは初めてのことだそうです。

【日本百名山のひとつ伊吹山(標高１３７７ｍ)にも生息しているそうです。】○世界にはホタルは約２０００種いて、幼虫が水性のホタルは【日本百名山のひとつ伊吹山(標高１３７７ｍ)にも生息しているそうです。】○世界にはホタルは約２０００種いて、幼虫が水性のホタルは【日本百名山のひとつ伊吹山(標高１３７７ｍ)にも生息しているそうです。】○世界にはホタルは約２０００種いて、幼虫が水性のホタルは【日本百名山のひとつ伊吹山(標高１３７７ｍ)にも生息しているそうです。】○世界にはホタルは約２０００種いて、幼虫が水性のホタルは

わずかに５種。日本には４６種、うち水性のホタルは３種(ゲンジボタル・ヘイケボタル・クメジマホタル)です、ヒメボタルは陸生のホタルわずかに５種。日本には４６種、うち水性のホタルは３種(ゲンジボタル・ヘイケボタル・クメジマホタル)です、ヒメボタルは陸生のホタルわずかに５種。日本には４６種、うち水性のホタルは３種(ゲンジボタル・ヘイケボタル・クメジマホタル)です、ヒメボタルは陸生のホタルわずかに５種。日本には４６種、うち水性のホタルは３種(ゲンジボタル・ヘイケボタル・クメジマホタル)です、ヒメボタルは陸生のホタル

です。ほとんどのホタルの幼虫は夜行性で光ります。ホタルの成虫の大きさはゲンジボタル＞ヘイケボタル＞ヒメボタルの順で、オスよりメです。ほとんどのホタルの幼虫は夜行性で光ります。ホタルの成虫の大きさはゲンジボタル＞ヘイケボタル＞ヒメボタルの順で、オスよりメです。ほとんどのホタルの幼虫は夜行性で光ります。ホタルの成虫の大きさはゲンジボタル＞ヘイケボタル＞ヒメボタルの順で、オスよりメです。ほとんどのホタルの幼虫は夜行性で光ります。ホタルの成虫の大きさはゲンジボタル＞ヘイケボタル＞ヒメボタルの順で、オスよりメ

スが大きいが、ヒメボタルだけは、メスは大きいが羽根が退化してとべません。スが大きいが、ヒメボタルだけは、メスは大きいが羽根が退化してとべません。スが大きいが、ヒメボタルだけは、メスは大きいが羽根が退化してとべません。スが大きいが、ヒメボタルだけは、メスは大きいが羽根が退化してとべません。

　　　　今年のシーズンには間に合いませんでしたが次のシーズンに備えて、ホタルの「ヒミツ」を調べてみました。今年のシーズンには間に合いませんでしたが次のシーズンに備えて、ホタルの「ヒミツ」を調べてみました。今年のシーズンには間に合いませんでしたが次のシーズンに備えて、ホタルの「ヒミツ」を調べてみました。今年のシーズンには間に合いませんでしたが次のシーズンに備えて、ホタルの「ヒミツ」を調べてみました。国内に広く分布している種類国内に広く分布している種類国内に広く分布している種類国内に広く分布している種類

としては「ゲンジボタル」・「ヘイケボタル」・「ヒメボタル」が挙げられます。基本的に幼虫時代にカワニナ・タニシ・マイマイと云ったとしては「ゲンジボタル」・「ヘイケボタル」・「ヒメボタル」が挙げられます。基本的に幼虫時代にカワニナ・タニシ・マイマイと云ったとしては「ゲンジボタル」・「ヘイケボタル」・「ヒメボタル」が挙げられます。基本的に幼虫時代にカワニナ・タニシ・マイマイと云ったとしては「ゲンジボタル」・「ヘイケボタル」・「ヒメボタル」が挙げられます。基本的に幼虫時代にカワニナ・タニシ・マイマイと云った

巻貝を食べ、成虫になるとかろうじて水を飲める程度に口は退化し、１~２週間の間は幼虫時代に蓄えた栄養のみで繁殖活動を行い、その生涯巻貝を食べ、成虫になるとかろうじて水を飲める程度に口は退化し、１~２週間の間は幼虫時代に蓄えた栄養のみで繁殖活動を行い、その生涯巻貝を食べ、成虫になるとかろうじて水を飲める程度に口は退化し、１~２週間の間は幼虫時代に蓄えた栄養のみで繁殖活動を行い、その生涯巻貝を食べ、成虫になるとかろうじて水を飲める程度に口は退化し、１~２週間の間は幼虫時代に蓄えた栄養のみで繁殖活動を行い、その生涯

を終えるのだそうです。この事は、最初の発生報告から１～２週間がその場所で蛍が見れる期間となります。を終えるのだそうです。この事は、最初の発生報告から１～２週間がその場所で蛍が見れる期間となります。を終えるのだそうです。この事は、最初の発生報告から１～２週間がその場所で蛍が見れる期間となります。を終えるのだそうです。この事は、最初の発生報告から１～２週間がその場所で蛍が見れる期間となります。

★★★★ゲンジボタルゲンジボタルゲンジボタルゲンジボタル

日本で見られるホタルの中では大型(体長は12～１８㎜位)です。成虫の日本で見られるホタルの中では大型(体長は12～１８㎜位)です。成虫の日本で見られるホタルの中では大型(体長は12～１８㎜位)です。成虫の日本で見られるホタルの中では大型(体長は12～１８㎜位)です。成虫の

複眼は大きく丸くなっており前胸部のピンク部分に黒い十字の様な線が複眼は大きく丸くなっており前胸部のピンク部分に黒い十字の様な線が複眼は大きく丸くなっており前胸部のピンク部分に黒い十字の様な線が複眼は大きく丸くなっており前胸部のピンク部分に黒い十字の様な線が

あるのが特徴です。主に渓流のような清流に生息しています。メスのほあるのが特徴です。主に渓流のような清流に生息しています。メスのほあるのが特徴です。主に渓流のような清流に生息しています。メスのほあるのが特徴です。主に渓流のような清流に生息しています。メスのほ

うが体が大きく、発光する部分はオスが２か所(第６腹部と第７腹部)なうが体が大きく、発光する部分はオスが２か所(第６腹部と第７腹部)なうが体が大きく、発光する部分はオスが２か所(第６腹部と第７腹部)なうが体が大きく、発光する部分はオスが２か所(第６腹部と第７腹部)な

のに対し、メスは１か所(第１腹節)だけ発光します。交尾を終えたメスのに対し、メスは１か所(第１腹節)だけ発光します。交尾を終えたメスのに対し、メスは１か所(第１腹節)だけ発光します。交尾を終えたメスのに対し、メスは１か所(第１腹節)だけ発光します。交尾を終えたメス

は川岸の木や石のコケに産卵(８００～１２００個)します。卵が黄白色は川岸の木や石のコケに産卵(８００～１２００個)します。卵が黄白色は川岸の木や石のコケに産卵(８００～１２００個)します。卵が黄白色は川岸の木や石のコケに産卵(８００～１２００個)します。卵が黄白色

から黒くなると、幼虫は卵の中で発光し始めます。やがて生まれた幼虫から黒くなると、幼虫は卵の中で発光し始めます。やがて生まれた幼虫から黒くなると、幼虫は卵の中で発光し始めます。やがて生まれた幼虫から黒くなると、幼虫は卵の中で発光し始めます。やがて生まれた幼虫

は川の中は川の中は川の中は川の中

に移動し、カワニナを食べて成長し、次の春の時期になると川岸の柔かに移動し、カワニナを食べて成長し、次の春の時期になると川岸の柔かに移動し、カワニナを食べて成長し、次の春の時期になると川岸の柔かに移動し、カワニナを食べて成長し、次の春の時期になると川岸の柔か

い土に潜って繭を作り蛹になります。５月から６月になると羽化し、夜い土に潜って繭を作り蛹になります。５月から６月になると羽化し、夜い土に潜って繭を作り蛹になります。５月から６月になると羽化し、夜い土に潜って繭を作り蛹になります。５月から６月になると羽化し、夜

間に発光(２～３秒毎に光る)して相手を探すのです。○　名前の由来：間に発光(２～３秒毎に光る)して相手を探すのです。○　名前の由来：間に発光(２～３秒毎に光る)して相手を探すのです。○　名前の由来：間に発光(２～３秒毎に光る)して相手を探すのです。○　名前の由来：

諸説あり、無念の最後を遂げた源頼政の思いが蛍に例えられたり、「源諸説あり、無念の最後を遂げた源頼政の思いが蛍に例えられたり、「源諸説あり、無念の最後を遂げた源頼政の思いが蛍に例えられたり、「源諸説あり、無念の最後を遂げた源頼政の思いが蛍に例えられたり、「源

氏物語」の主役である光源氏にかけた説が有力です。氏物語」の主役である光源氏にかけた説が有力です。氏物語」の主役である光源氏にかけた説が有力です。氏物語」の主役である光源氏にかけた説が有力です。

★★★★ヘイケボタルヘイケボタルヘイケボタルヘイケボタル

ゲンジボタルよりも小型(体長は7～10㎜)で、ゲンジボタルと異なりゲンジボタルよりも小型(体長は7～10㎜)で、ゲンジボタルと異なりゲンジボタルよりも小型(体長は7～10㎜)で、ゲンジボタルと異なりゲンジボタルよりも小型(体長は7～10㎜)で、ゲンジボタルと異なり

多少汚れた水でも生息する。主に水田、湿原の止水域を中心に生息多少汚れた水でも生息する。主に水田、湿原の止水域を中心に生息多少汚れた水でも生息する。主に水田、湿原の止水域を中心に生息多少汚れた水でも生息する。主に水田、湿原の止水域を中心に生息

し,幼虫の時はし,幼虫の時はし,幼虫の時はし,幼虫の時はモノアラガイモノアラガイモノアラガイモノアラガイなどを食べています。成虫のピンク部分などを食べています。成虫のピンク部分などを食べています。成虫のピンク部分などを食べています。成虫のピンク部分

に黒く太い線があるのが特徴です。雄の発光の明滅はゲンジボタルよに黒く太い線があるのが特徴です。雄の発光の明滅はゲンジボタルよに黒く太い線があるのが特徴です。雄の発光の明滅はゲンジボタルよに黒く太い線があるのが特徴です。雄の発光の明滅はゲンジボタルよ

りも早く、発生期間も長いためゲンジボタルと入り混じって飛び交うりも早く、発生期間も長いためゲンジボタルと入り混じって飛び交うりも早く、発生期間も長いためゲンジボタルと入り混じって飛び交うりも早く、発生期間も長いためゲンジボタルと入り混じって飛び交う

ことが多いようです。発生期間は長いものの、密度は高くならないのことが多いようです。発生期間は長いものの、密度は高くならないのことが多いようです。発生期間は長いものの、密度は高くならないのことが多いようです。発生期間は長いものの、密度は高くならないの

で、ゲンジボタルのように短期間で大量に発生することはなく。成虫で、ゲンジボタルのように短期間で大量に発生することはなく。成虫で、ゲンジボタルのように短期間で大量に発生することはなく。成虫で、ゲンジボタルのように短期間で大量に発生することはなく。成虫

は水辺のコケに、およそ50～１００個の卵を産んで死にます。○多少は水辺のコケに、およそ50～１００個の卵を産んで死にます。○多少は水辺のコケに、およそ50～１００個の卵を産んで死にます。○多少は水辺のコケに、およそ50～１００個の卵を産んで死にます。○多少

汚れた水域でも生息できるが、農薬や水田周辺の環境変化に伴って生汚れた水域でも生息できるが、農薬や水田周辺の環境変化に伴って生汚れた水域でも生息できるが、農薬や水田周辺の環境変化に伴って生汚れた水域でも生息できるが、農薬や水田周辺の環境変化に伴って生

息環境は狭まっています。○名前の由来：ゲンジボタルに対比する意息環境は狭まっています。○名前の由来：ゲンジボタルに対比する意息環境は狭まっています。○名前の由来：ゲンジボタルに対比する意息環境は狭まっています。○名前の由来：ゲンジボタルに対比する意

味で「ヘイケ」と名づけられたという説が有ります。味で「ヘイケ」と名づけられたという説が有ります。味で「ヘイケ」と名づけられたという説が有ります。味で「ヘイケ」と名づけられたという説が有ります。「注」モノアラ「注」モノアラ「注」モノアラ「注」モノアラ

イガイは小さな巻貝で水田の水底や水草に付着し、時々浮いて空気をイガイは小さな巻貝で水田の水底や水草に付着し、時々浮いて空気をイガイは小さな巻貝で水田の水底や水草に付着し、時々浮いて空気をイガイは小さな巻貝で水田の水底や水草に付着し、時々浮いて空気を

呼吸する。鳥取県の準絶滅危惧種。呼吸する。鳥取県の準絶滅危惧種。呼吸する。鳥取県の準絶滅危惧種。呼吸する。鳥取県の準絶滅危惧種。
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                        ★★★★むきばんだをむきばんだをむきばんだをむきばんだを歩歩歩歩くくくく会会会会★★★★

・・・・指導：鷲見寛幸先生（鳥取県自然観察指導員）指導：鷲見寛幸先生（鳥取県自然観察指導員）指導：鷲見寛幸先生（鳥取県自然観察指導員）指導：鷲見寛幸先生（鳥取県自然観察指導員）

・・・・毎月第１土曜日午前９時３０分～正午毎月第１土曜日午前９時３０分～正午毎月第１土曜日午前９時３０分～正午毎月第１土曜日午前９時３０分～正午

・・・・入会金　２０００円　　毎回資料代　３００円　　いつでも、どなたでも入会可能です入会金　２０００円　　毎回資料代　３００円　　いつでも、どなたでも入会可能です入会金　２０００円　　毎回資料代　３００円　　いつでも、どなたでも入会可能です入会金　２０００円　　毎回資料代　３００円　　いつでも、どなたでも入会可能です

・・・・問い合わせ：むきばんだ応援団「むきばんだをあるく会」問い合わせ：むきばんだ応援団「むきばんだをあるく会」問い合わせ：むきばんだ応援団「むきばんだをあるく会」問い合わせ：むきばんだ応援団「むきばんだをあるく会」

カメムシのカメムシのカメムシのカメムシの

押し競饅頭？押し競饅頭？押し競饅頭？押し競饅頭？

★★★★ヒメボタルヒメボタルヒメボタルヒメボタル

ヒメボタルはヘイケボタルより一回り小さく、(ヒメボタルはヘイケボタルより一回り小さく、(ヒメボタルはヘイケボタルより一回り小さく、(ヒメボタルはヘイケボタルより一回り小さく、(大山山頂付近のヒメボタ大山山頂付近のヒメボタ大山山頂付近のヒメボタ大山山頂付近のヒメボタ

ルは、♂７～８㎜♀8～10㎜・大山寺付近♂5～６㎜♀7～８㎜・山頂の方ルは、♂７～８㎜♀8～10㎜・大山寺付近♂5～６㎜♀7～８㎜・山頂の方ルは、♂７～８㎜♀8～10㎜・大山寺付近♂5～６㎜♀7～８㎜・山頂の方ルは、♂７～８㎜♀8～10㎜・大山寺付近♂5～６㎜♀7～８㎜・山頂の方

がやや大きい．がやや大きい．がやや大きい．がやや大きい．何故だろう？何故だろう？何故だろう？何故だろう？)、雄の成虫は前胸部のピンク部分にゲンジ)、雄の成虫は前胸部のピンク部分にゲンジ)、雄の成虫は前胸部のピンク部分にゲンジ)、雄の成虫は前胸部のピンク部分にゲンジ

やヘイケのような黒い筋でなく前方が少し黒ずんだ色をしています。対しやヘイケのような黒い筋でなく前方が少し黒ずんだ色をしています。対しやヘイケのような黒い筋でなく前方が少し黒ずんだ色をしています。対しやヘイケのような黒い筋でなく前方が少し黒ずんだ色をしています。対し

て雌は黒い斑点が２つあるのが特徴です。また、雌は羽が退化しているたて雌は黒い斑点が２つあるのが特徴です。また、雌は羽が退化しているたて雌は黒い斑点が２つあるのが特徴です。また、雌は羽が退化しているたて雌は黒い斑点が２つあるのが特徴です。また、雌は羽が退化しているた

めに飛ぶことが出来ません。幼虫は水の中でなく森林内に生息することがめに飛ぶことが出来ません。幼虫は水の中でなく森林内に生息することがめに飛ぶことが出来ません。幼虫は水の中でなく森林内に生息することがめに飛ぶことが出来ません。幼虫は水の中でなく森林内に生息することが

多く、主にカタツムリなど(多く、主にカタツムリなど(多く、主にカタツムリなど(多く、主にカタツムリなど(大山ではダイセンニシキマイマイやナメクジ大山ではダイセンニシキマイマイやナメクジ大山ではダイセンニシキマイマイやナメクジ大山ではダイセンニシキマイマイやナメクジ

を食べ、を食べ、を食べ、を食べ、ヒゲノガリヤスが布団の役目をして生息できる条件がそろっていヒゲノガリヤスが布団の役目をして生息できる条件がそろっていヒゲノガリヤスが布団の役目をして生息できる条件がそろっていヒゲノガリヤスが布団の役目をして生息できる条件がそろってい

ます。ます。ます。ます。)を食します。○５～６月に羽化し、ゲンジボタル・ヘイケボタル)を食します。○５～６月に羽化し、ゲンジボタル・ヘイケボタル)を食します。○５～６月に羽化し、ゲンジボタル・ヘイケボタル)を食します。○５～６月に羽化し、ゲンジボタル・ヘイケボタル

が緑色を帯びた発光なのに対し、ヒメボタルは黄色を帯びた発光をしまが緑色を帯びた発光なのに対し、ヒメボタルは黄色を帯びた発光をしまが緑色を帯びた発光なのに対し、ヒメボタルは黄色を帯びた発光をしまが緑色を帯びた発光なのに対し、ヒメボタルは黄色を帯びた発光をしま

す。明滅もゲンジ・ヘイケはゆっくりですが、ヒメはパッパッパッとテンす。明滅もゲンジ・ヘイケはゆっくりですが、ヒメはパッパッパッとテンす。明滅もゲンジ・ヘイケはゆっくりですが、ヒメはパッパッパッとテンす。明滅もゲンジ・ヘイケはゆっくりですが、ヒメはパッパッパッとテン

ポ良く、0,8秒ごとに明滅します。ポ良く、0,8秒ごとに明滅します。ポ良く、0,8秒ごとに明滅します。ポ良く、0,8秒ごとに明滅します。

「注」ヒゲノガリヤスは高山地方に生えるイネ科の多年草。「注」ヒゲノガリヤスは高山地方に生えるイネ科の多年草。「注」ヒゲノガリヤスは高山地方に生えるイネ科の多年草。「注」ヒゲノガリヤスは高山地方に生えるイネ科の多年草。

★★★★クメジマボタルクメジマボタルクメジマボタルクメジマボタル

沖縄の沖縄県指定天然記念物に指定されていま沖縄の沖縄県指定天然記念物に指定されていま沖縄の沖縄県指定天然記念物に指定されていま沖縄の沖縄県指定天然記念物に指定されていま

す。す。す。す。

●久米島だけに棲息するゲンジボタルの一種で●久米島だけに棲息するゲンジボタルの一種で●久米島だけに棲息するゲンジボタルの一種で●久米島だけに棲息するゲンジボタルの一種で

水性です。前胸部がオレンジ色なのが特徴で水性です。前胸部がオレンジ色なのが特徴で水性です。前胸部がオレンジ色なのが特徴で水性です。前胸部がオレンジ色なのが特徴で

す。す。す。す。

～以下以下省略～～以下以下省略～～以下以下省略～～以下以下省略～

　―　―　―　―お奨めのホタル観賞スポツトお奨めのホタル観賞スポツトお奨めのホタル観賞スポツトお奨めのホタル観賞スポツト――――

◎金田川ホタルの里「西伯郡南部町金田」(無料)◎金田川ホタルの里「西伯郡南部町金田」(無料)◎金田川ホタルの里「西伯郡南部町金田」(無料)◎金田川ホタルの里「西伯郡南部町金田」(無料)

毎年シーズンになるとゲンジボタル見る事が出来ます毎年シーズンになるとゲンジボタル見る事が出来ます毎年シーズンになるとゲンジボタル見る事が出来ます毎年シーズンになるとゲンジボタル見る事が出来ます

◎日南町福万来「日野郡日南町福万来」◎日南町福万来「日野郡日南町福万来」◎日南町福万来「日野郡日南町福万来」◎日南町福万来「日野郡日南町福万来」

県内でも有数のホタル観賞スポツトで、主にヒメボタルを観県内でも有数のホタル観賞スポツトで、主にヒメボタルを観県内でも有数のホタル観賞スポツトで、主にヒメボタルを観県内でも有数のホタル観賞スポツトで、主にヒメボタルを観

賞することができ、専用の駐車場も有ります賞することができ、専用の駐車場も有ります賞することができ、専用の駐車場も有ります賞することができ、専用の駐車場も有ります
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